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平成２９年度事業実績報告書 

土佐市社会福祉協議会 

 

  土佐市社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的とする団体として社会福

祉法第１０９条に規定されています。①本年度の基本方針は、「社会福祉協議会の原点に立

ち返り、住民に信頼される社協を目指して」と活動基本方針に示しました。 

社会福祉協議会として当たり前のことですが、私たちは、これまで充分に土佐市の住民

の皆さんの「ふだんの暮らし」をより良いものにするための地域福祉活動ができていない

現状から抜け出すため、本年度は自主財源である福祉基金（住民の皆さまから頂いた寄付

金）を活用し第２期地域福祉活動計画・発展強化計画を策定しました。 

 策定するにあたり、土佐市社会福祉協議会は誰のための法人なのか地域住民のために活

動しているのか。社会福祉協議会の原点に戻り今までの活動を総括しながらも、地域に出

向き可能な限り様々な年代の皆さんと意見交換を行いました。 

 社協は地域の皆さんの信頼があってこそ存在する価値があり、そのためには社協を知っ

てもらい地域へ出向き、関係をつくり、聞こえたこの土佐市の課題や困り事を共に考え、

つないで行き、応える支援がなければ社協自ら独自事業として生み出していく覚悟を持つ

計画書として地域福祉活動計画・発展強化計画を策定しました。 

 この計画を基に社会福祉協議会としての役割を果たして行くところです。 

 また、２９年度においては、介護保険法が制定される前から取り組んで来た②介護事業

所をやむを得ず閉鎖いたしました。これは、あくまで民間法人としての歴代の社協経営陣

の経営失敗と言わざるを得ない中、利用者の皆さまへのご負担をお掛けしたことをおわび

申し上げます。また、長年介護職員として働いて頂いた介護職員には事業所閉鎖に伴い退

職して頂いたことは断腸の思いでした。 

 ③地域福祉活動は、行政から十分な補助金が期待出来ない中でしたが、こども食堂「ム

ッくん食堂」の定期開催やフードバンク活動など、独自事業を自主財源（地域の皆さまか

ら頂いた募金や社協会費等を活用）で行いました。地域の皆さんとの関係性が作られて地

域福祉の芽が芽吹いております。 

 また、２９年度は④市議会（教育厚生委員）議員の皆さんとの意見交換を持つ機会も設

けていただきました。地域福祉の推進の理解、協力をこれからも活動を行っていきます。 

 地域に出向き関係性を築きながら、地域の課題を地域住民とともにこの街のふだんのく

らしをより豊かににする活動はすでに民間企業との連携や土佐市に再結成された土佐市青

年団等との連携協働はすでに始まっております。この地域で生まれて住んでよかったと思

える地域づくりをより一層今後も土佐市社会福祉協議会は行っていきます。 
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１.各種会議の開催状況について 

（１）理事会 

   年  月  日 議 決 案 件 

 

平成２９年 ４月２０日 

 

提出議案 

1. 介護事業所閉鎖に伴う業務執行の決定について 

協議事項 

1. 今後の社協の運営について 

その他 

 

平成２９年 ５月３０日 

 

提出議案 

1. 平成 28 年度事業実績報告について 

2. 平成28年度社会福祉事業及び公益事業会計決算報告に

ついて 

協議・報告事項 

1. 今後の社協運営について 

2. 介護事業所の廃止について 

その他 

 

平成２９年 ６月２０日 

提出議案 

1. 役員の選任について 

協議・報告事項 

1. 今後の社協運営について 

その他 

平成２９年 ７月２５日 提出議案 

1. 介護事業所閉鎖に伴う職員の退職金支給額について 

2. 介護事業所閉鎖に伴う定款の一部改正について 

3. 土佐市社会福祉センター取り壊し等に伴う定款の一部

改正について 

4. 評議員会の開催について 

協議・報告事項 

1. 今後の社協運営について 

その他 

 

平成２９年 ９月 ５日 

提出議案 

1. 社会福祉事業及び公益事業収支補正予算（案）につい

て 

2. 評議員会の開催について 

報告事項 

1.今後の社協運営について 

2.社協のビジョン策定について 

その他 
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平成２９年 ９月２８日 

 

 

提出議案 

1. 土佐市長に対する要望事項について 

協議・報告事項 

1. 今後の社協運営について 

その他 

平成２９年１０月 ６日 提出議案 

1. 会長から提出された辞任届の対応について 

平成２９年１２月１９日 提出議案 

1. 土佐市社会福祉協議会 苦情に関する規程について 

協議・報告事項 

1. 今後の社協運営について 

その他 

平成３０年 ３月１５日 提出議案 

1. 平成 30 年度事業計画（案）及び社会福祉事業収支予算

（案）について 

2.経理規程の改正について 

3.土佐市社会福祉協議会 職員就業規則 

4.土佐市社会福祉協議会 嘱託職員就業規則 

5.土佐市社会福祉協議会 臨時的任用職員就業規則 

6.土佐市社会福祉協議会 パート職員就業規則 

7.土佐市社会福祉協議会 職員の給与に関する規則 

8.土佐市社会福祉協議会 職員の給与に関する規則 施行

細則 

9.土佐市社会福祉協議会 嘱託職員給与規程 

10.土佐市社会福祉協議会 職員の退職手当に関する規程 

11.土佐市社会福祉協議会 職員の懲戒処分の基準に関す

る規程 

12.土佐市社会福祉協議会 職員の懲戒処分の基準に関す

る規程 

13.土佐市社会福祉協議会 パワー・ハラスメントの防止に

関する規程 

14.土佐市社会福祉協議会 育児休業等に関する規程 

15.土佐市社会福祉協議会 介護休業等に関する規程 

16.評議員会の開催について 

その他 
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（２）評議員会 

   年  月  日 議 決 案 件 

 

平成２９年 ６月２０日 

 

提出議案 

1.平成 28 年度事業実績報告書 

2.平成 28 年度社会福祉事業及び公益事業会計決算報告書

について 

3.土佐市社会福祉協議会 理事及び監事の選任について 

報告事項 

1.会長の職務執行状況の報告 

（１）訪問介護事業の廃止について 

（２）今後の社協運営について 

その他 

平成２９年 ８月 ４日 提出議案 

1.土佐市社会福祉センター取り壊し等に伴う定款の一部改

正について 

2.介護事業所閉鎖等に伴う定款の一部改正について 

協議・報告事項 

1. 会長の職務執行状況の報告 

（１） 介護事業所閉鎖に伴う職員の退職金支給額につい

て 

（２） 今後の社協運営について 

その他 

 

 

 

平成２９年 ９月４日 

提出議案 

1. 社会福祉事業及び公益事業収支補正予算（案）について 

報告事項 

1. 今後の社協運営について 

（１） 土佐市社会福祉協議会 部会規程 

（２） 介護事業所閉鎖に伴う職員の退職金支給額につい

て 

その他 

平成３０年 ３月２３日 

 

提出議案 

1. 平成 30 年度事業計画（案）及び社会福祉事業収支予算

（案）について 

2.経理規程の改正について 

3.土佐市社会福祉協議会 職員就業規則 

4.土佐市社会福祉協議会 嘱託職員就業規則 

5.土佐市社会福祉協議会 臨時的任用職員就業規則 

6.土佐市社会福祉協議会 パート職員就業規則 

7.土佐市社会福祉協議会 職員の給与に関する規則 



7 

 

8.土佐市社会福祉協議会 職員の給与に関する規則 施行

細則 

9.土佐市社会福祉協議会 嘱託職員給与規程 

10.土佐市社会福祉協議会 職員の退職手当に関する規程 

11.土佐市社会福祉協議会 職員の懲戒処分の基準に関す

る規程 

12.土佐市社会福祉協議会 職員の懲戒処分の基準に関す

る規程 

13.土佐市社会福祉協議会 パワー・ハラスメントの防止に

関する規程 

14.土佐市社会福祉協議会 育児休業等に関する規程 

15.土佐市社会福祉協議会 介護休業等に関する規程 

16.評議員会の開催について 

その他 

 

（３）企画会  

     年  月  日  

平成２９年９月１２日 1.社協のビジョン作成にあたって 

2.企画部会の今後の活動をどうすべきか！ 

3.企画委員の役割分担について 

4.その他 

平成２９年 11 月 14 日 1.１２月補正要望に対して市からの査定内容について 

2.介護事業の利用者負担の納入実績について 

3.組合要求に対する対応について 

4.給与規程等の改定に伴う考え方について 

5.苦情解決に関する規程の制定について 

6.その他 

平成２９年 12 月 25 日 

 

 

 

 

1.昇給ストップに伴う組合要求に対する回答について 

2.職員に対しての解雇予告通知書の発送について 

3.給与の不当利得問題について 

4.第２期 土佐市地域福祉活動計画・発展強化計画につい

て 

5.その他 

平成３０年３月５日 1.平成 30 年度予算概要について 

2.事務局長公募状況について 

3.就業規則及び給与規則等の改正について 

4.第２期土佐市地域福祉活動計画・発展強化計画について 

5.その他 
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（４）土佐市運営検討委員会：社協の運営について、協議し、会長が必要と認める事を理

事会評議員会にあげる協議の場。 設置者は社協会長 

 

     年  月  日  

平成 29 年４月１３日 1.社協の現状について 介護事業所の閉鎖について 

2.事務局長の空席について 

3.理事の皆さんの役割について 

4.その他 

平成 29 年７月２１日 

 

 

1.土佐市社協の課題や今後の取り組みについて 

①介護事業所閉鎖に伴う職員の退職金について 

②定款の一部改正について 

③今後の取り組みについて 

2.その他 

平成 30 年 1 月 10 日 1. 土佐市地域福祉活動計画・発展強化計画について 

ア．策定時期：平成 29 年 9 月～12 月・・・３ヶ月 

イ．委託コンサルタント 村井琢哉 京都市山科区竹鼻 

堂ノ前町 18-1 山科醍醐こどものひろば理事長 関西学

院大学人間福祉学研究科 前期課程修了 

2.30 年度予算概要について 

・給食サービスの見直しについて 

3.人勧に伴う給与等の実施について 

4.社協及び日赤高知県支部の包括的な連携並びに当該連携 

に対する土佐市の支援に関する協定書の締結について 

5.その他 

（1）土佐市社会福祉大会の開催要領について 

（2）共同募金（ムッくん食堂）活動の推進について 

（3）土佐市社協の課題や今後の取り組みについて 

・職員の昇給ストップについて 

（５）土佐市連絡協議会：社協会長、土佐市副市長が双方で議題が出た時に提案した方が

議長となり、検討課題を協議する場として設置。 

 メンバー：社協会長・副会長・理事・評議員、土佐市福祉事務所長・長寿政策課長 等 

     年  月  日  

平成 29 年８月１７日 1.介護事業所廃止に伴う退職金の支給について 

①退職金の補てん 

 出向職員及び補助金職員の普通退職金額の補てん 

2.事務局長の雇用について 

①予算の確保 

3.市社協のビジョン策定について 

ア．策定時期：平成２９年９月～１２月・・・３ヶ月程度 
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イ．委託コンサルタント 

  村井琢哉：京都市山科区竹鼻堂ノ前町１８-１ 

  山科醍醐こどものひろば理事長 関西学院大学人間 

  福祉学研究科 前期課程修了 

  Ｈ２９.２.２・・・第５６回高知市福祉大会 講師来県 

４. その他 ・ボランティアセンター【災害ボランティア】 

平成 30 年 1 月 18 日 

 

1.土佐市地域福祉活動計画・発展強化計画について 

ア．策定時期：平成２９年９月～１２月・・・３ヶ月程度 

イ．委託コンサルタント 

  村井琢哉：京都市山科区竹鼻堂ノ前町１８-１ 

  山科醍醐こどものひろば理事長 関西学院大学人間 

  福祉学研究科 前期課程修了 

  Ｈ２９.２.２・・・第５６回高知市福祉大会 講師来県 

2. ３０年度予算概要について 

3. 人勧に伴う給与等の実施について 

4. 社協及び日赤高知県支部の包括的な連携並びに当該連

携に対する土佐市の支援に関する協定書の締結につい

て 

5. その他 

２.広報啓発活動について 

種  別 発行回数 一回あたりの発行部数 備考（対象） 

社協だより土佐 

第 58 号～61 号 

 

 

年４回 

 

 

58 号 9,000 部 市内全世帯及び関係機関 

団体 

 

 

59 号 8,500 部 

60 号 8,500 部 

61 号 8,500 部 

誰もが安心して暮らせる 

福祉のまちづくりをめざ

して （あらまし） 

 

年１回 

 

 

  ５００部 

市民、社協関係者、関係

団体 

平成２８年度事業報告 年１回 ５０部 社協関係者、関係団体 

第 2 期地域福祉活動計

画・発展強化計画 

 

 

５００部 

 

市民、社協関係者、関係団体 

第２期地域福祉活動計

画・発展強化計画概略 

 

 

9,500 部 市内全世帯及び関係機関団体 

社協ホームページ        ２３回更新 インターネットを利用し、社

協の情報を市民に提供 

 社協フェイスブック    １３回更新 〃 

土佐市社会福祉協議会ムッくんツイッタ― ――― ――― 



10 

 

 

３. 補助金等の収入について 

（１）公費助成関係 

 補助金額 受託金 

高知県 67,000 円 0 円 

高知県社会福祉協議会 0 円 2,079,250 円 

土佐市 22,683,776 円 30,905,204 円 

合  計 22,750,776 円 32,984,454 円 

 

（２）共同募金関係 

２９年度配分額（28 年度募金分） ３，６８５，４１６円 

 内訳  

 地区社会福祉協議会：2,108,835 円 

宇佐地区社会福祉協議会 381,232 円 蓮池地区社会福祉協議会 210,983 円 

新居地区社会福祉協議会 164,380 円 波介地区社会福祉協議会 184,285 円 

高石地区社会福祉協議会 193,361 円 北原地区社会福祉協議会 166,870 円 

高岡地区社会福祉協議会 547,658 円 戸波地区社会福祉協議会 260,066 円 

 団体助成：160,000 円 

身体障害者協議会 50,000 円 

老人クラブ連合会 50,000 円 

保護司会 30,000 円 

青少年育成会議 30,000 円 

 土佐市社会福祉協議会：1,427,116 円（配分金 1,367,088 円事務費 60,028 円） 

給食サービス事業 1,283,040 円 土佐市福祉大会 0 円 

福祉推進校への配分 0 円 ふれあい運動会（フェスタ） 42,772 円 

社協だより 101,304 円   

（３）自主財源の確保 

  土佐市住民の皆様をはじめ各自治会協議会、民生委員協議会や各団体等の協力を得 

 て下記の実績をあげる事が出来ました。 

                                    単位：円 

区  分 27 年度件数 27 年度 28 年度件数 28 年度 29 年度件数 29 年度 

一般会費 6,408 1,922,478 円 6,290 1,887,264 円 5,233 1,569,920 円 

特別会費（団体・個人）    21,000 円  5,000 円 

計 6,480 1,922,478 円 6,290 1,866,264 円 5,233 1,569,920 円 

 ※ 但し、会費の残額が、28 年度までは補助金から差し引かれていたが、土佐市と協議

を行い、社協の自主事業としての活用することに理解を頂き、補助金カットは解除された。 

収支については、別紙計算書類の事業活動明細書を参照。 
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４.地域福祉活動の支援について 

（１） 福祉活動推進校の指定 

    

   昭和５２年にスタートした福祉活動推進校は、平成２９年度現在、土佐市内 

  において、現在１３校の学校がそれぞれの福祉教育の指導により福祉作文の発表 

  運動会への招待・地域の高齢者との交流（花壇づくり）等様々な福祉活動に取り組 

  んでいます。 

 

  指定校  宇佐小・新居小・高石小・高岡第一小・高岡第二小・蓮池小・波介小 

       北原小・戸波小・土佐南中・高岡中・戸波中・高岡高校 

また、児童の健全育成として 

 

 ・推進校助成金を活用し市内の小中高に福祉推進教育育成のため助成。 

 ・市内小中高の要請を受け、高齢者疑似体験、指導。 

  平成２９年度は、高岡高校教諭を対象に高知ヘルプデスク・ 

ソーシャルアライ・コナツハット高知 

   高山共同代表によるＬＧＢＴ研修会の開催 

 

 ・福祉推進校へ出向き、地域の活動を広報 

（２）地区社協への育成 

   宇佐～戸波（８地区）に対して社協として独自に助成を行っている。 

   各地区社協において、ふれあいのまちづくり事業の一環として小地域ネットワーク 

  づくりを推進するにあたり、民生委員・ボランティア・その他関係諸団体の協力の 

  もとにそれぞれの地域の特色を生かした活動を行っている。 

 

   ○ 友愛訪問       ・・・・・ 対象者：高齢者・障害者 

   ○ ふれあい会食会    ・・・・・ 参加者：高齢者・ボランティア・小学生 

   ○ ミニデイサービス事業  

   ○ ３世代交流餅つき大会 ・・・・・ 住民・児童等 

 

（３）高齢者記念品 

   在宅でねたきり高齢者等を介護している家庭に対し、家族の介護並びに経費負担の 

  軽減をはかることを目的に「紙オムツ」等を配布した。 

   配布にあたっては民生委員や地域のボランティアの協力を得て配布した。 

 

   ○ オムツ配布      ・・・・・ 対象者：ねたきり高齢者 

        ねたきり高齢者    ６９人 

        配布ボランティア   ２９人 
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（４）地域福祉活動経費支出 

    事業に必要な経費として支出した。 

     

   ○ 広報車・公用車維持管理費 

   ○ 事務用品代等 

   ○ 社協だよりの発行費用   

   ○ 火災等罹災者への見舞金 １件 フードバンク高知 団体会員加入 

   ○ 福祉大会・ふれあい運動会・災害ボランティア研修会 

（５）福祉体験学習 

   ○ 5/23 高岡第二小学校 消防体験学習 

   ○ 5/27 波介小学校   防災キャンプ 

   ○ 8/24 新居小学校   稲刈り学習 

   ○ 8/27  高岡第一小学校  清掃活動 

   ○ 9/26  土佐南中学校   清掃活動 

   ○ 11/1  蓮池小学校    鎌田井筋の清掃 

   ○ 11/3  高石小学校    地区民運動会 

   ○ 11/12  宇佐小学校    防災キャンプ 

 

（６）チャイルドシートレンタル事業 

   

   交通事故発生時における乳幼児の生命、身体の保護のため、チャイルドシート 

  の普及促進を図ることを目的に着用義務化された年からレンタル事業を実施した。 

   更新の必要性があるチャイルドシート２台分を新規購入し、一時的に乳幼児等 

  が帰省した時に主に活用されている。 

      貸出台数  ９台 

 

（７）福祉機器の貸出し事業 

   介護保険適用申請中の方やケガをされた方、福祉体験学習などを対象に福祉機器 

   の貸出しを行った。 

      車イス ２７台    高齢者体験セット  ５セット 

 

（８）こども食堂事業 地域のこどもの居場所となり、多世代交流の場となる「子ども 

（ムッくん食堂） 食堂が高知県下で開催されています。 

         土佐市社協では 8 月から土佐市社会福祉協議会の施設を活用 

         して毎月第４土曜日に定期的に開催しました。 

          また、テーマ型共同募金を行う事により目標額 240,000 円の 

         所、237,633 円の募金を頂き、30 年度のムッくん食堂の活動資金 

         として活用させて頂きます。 
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（９）土佐市ふれあい運動会 

   本年は、ふれあいフェスタが開催されない事から、社協自主事業として 

  ふれあい運動会が開催された。土佐市内福祉推進校、自治会、各種団体 

  から多くの参加があり、２年ぶりの運動会という事で盛況に行われた。 

   また、同日は出張こども食堂として市民体育館駐車場にてムッくん食堂を 

  実施。運動会にちなんでペラ焼き・小メロンスープ地域のみなさんに振る舞った。 

 

   ○実施日 平成２９年１０月２８日（土） 於：土佐市民体育館 

    

（１０）第４０回土佐市社会福祉大会 

例年、土佐市社会福祉センターで社会福祉大会を開催していたが本年は 

  複合文化施設建設の為、社会福祉センターは取り壊されており開催場所から 

  探す事になった。 

   土佐市内の公共施設の中で、特別養護老人ホームとさの里で開催された。 

   社会福祉協議会と地域福祉のあり方を地域福祉活動計画・発展強化計画で 

  策定する中での開催となり、大会参加者は１２０名で社会福祉活動に貢献された 

  福祉功労者への表彰及び感謝状の贈呈ほか、福祉活動推進校発表が行われた。 

   記念講演として山科醍醐こどものひろば代表 村井琢哉氏より第２期地域福祉 

   活動計画・発展強化計画について講演が行われた。 

   また、高知県内で活発に活躍されている土佐町社会福祉協議会 事務局長 

  山首尚子氏より地域福祉について講演が行われた。 

  それぞれの講演では、社会福祉協議会の役割、地域福祉活動のへの取り組み 

  社協としての覚悟、土佐市における地域福祉活動へのヒントなどの講演がありました。 

   福祉大会終了後、初めての試みとして施設駐車場にて福祉まつりを開催した。 

   市内ＮＰＯや福祉施設から参加していただき、それぞれの設営テントで催事を実施 

  し盛況に終了しました。 

   ○ 実施日 平成３０年３月３日 福祉大会 於：特別養護老人ホームとさの里 

                   イベント 於：土佐市保健センター駐車場 

５.各種相談事業について 

（１）生活福祉資金の貸付事業 

  県社協より生活福祉資金貸付事業委託事務を受託し、貸付事務および償還事務を 

 行った。 

  ・民生委員協議会と密接な連携のもと資金利用について適切な助言指導を行った。 

  ・資金の償還については、県社協の貸付対象者への指導に立ち会った。 

  ・督促は借受人および連帯保証人に対して督促状・催告状を県社協からの書類を 

   もとに適宣発送するなど、その解消に努めた。 

  本年度について貸付・相談状況は次のとおり 
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生活福祉資金相談等状況表 

生活福祉資金名 相談総件数 

 

①  

 

 

 

 

 

生

活

福

祉

資

金 

 

 

 

生活福祉資金 

（総合支援資金） 

 

 

電話相談件数 7 件 

来所相談件数 2 件 

申請件数 0 件 

貸付件数 0 件 

 

② 

 

生活福祉資金 

（福祉資金・緊急小口資金） 

 

電話相談件数 27 件 

来所相談件数 19 件 

申請件数 5 件 

貸付件数 4 件 

 

③ 

生活福祉資金 

（教育支援資金） 

電話相談件数 13 件 

来所相談件数 9 件 

申請件数 0 件 

貸付件数 0 件 

生活福祉資金名 相談総件数 

 

 

④ 

 

 

生

活

福

祉

資

金 

生活福祉資金 

（不動産担保型生活資金） 

 

 

 

 

電話相談件数 2 件 

来所相談件数 2 件 

申請件数 2 件 

貸付件数 0 件 

 

⑤ 

 

 

 

 

臨時特例つなぎ資金 

 

 

電話相談件数 0 件 

来所相談件数 0 件 

申請件数 0 件 

貸付件数 0 件 

⑥  その他制度等全般来所相談 件  数 15 件 

⑦  その他制度等全般問い合わ

せ 

件  数 11 件 

⑧  その他問い合わせ 件  数 20 件 

 

 

（２）フードバンク事業 

 

                

 

   フードバンク ３６ 件  

   フードドライブ 県下社協一斉  平成２９年 10 月 1 日～11 月 30 日 

           市社協として  社会福祉協議会前にフードバンクボックス設置 

年度 27 年度 28 年度 29 年度 

フードバンク件数 ０ ０ ３６ 

フードドライブ件数 ３１ ６４ １４７ 
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           保存食、米、インスタント、レトルト食品、菓子類、飲料水 

           が市民から提供された。  147 個  米 30Ｋｇ 

   フードバンクとは  提供は、緊急的支援を要する個人を対象 

            提供にあたり個人をアセスメントする事により公的援助がいき 

            わたる前のつなぎの活動、相談事業の一旦を担う。 

   フードドライブとは 家庭等で余っている食べ物を寄付していただく活動で、生活 

            困窮者等に提供する活動。管理については各市町村社協による 

   連携団体     セカンドハーベストジャパン・フードバンク高知 

 

 

（３）法外援助・支援事業   

 

 社協には、制度福祉に関する相談ほか、様々な相談が市民から寄せられている。 

 一部紹介するもの 

    Ａさん  母子家庭で、私立学校に通うが授業料の延滞による相談 

         学校に相談し未納分の分割支払いにより退学せずに無事卒業 

         が出来た。（家計相談、分割交渉に同行） 延べ回数 ４回 

          

    Ｂさん  二世帯で生活、難病の子の通院に遠方の病院まで行く必要 

         があるが費用が無い。福祉資金等で対応出来ず。また一定 

         の収入が有る為、公的支援も受けられない状態だった。 

         県社協と協働で他機関との協議した所、未申請の為受けられる 

         はずの支援が受けられていない事が分かった。（遡及適応不可） 

         市社協にて独自に貸付を行い支援した。 延べ回数 ５回 

 

 

 （４）相談受付（記録は 30 年２月から）   

    ３０件 

 

 （５）ふれあい福祉相談センターの設置・運営（ふれあいのまちづくり事業） 

① 実施日 毎週月・水・金曜日 午前１０時～午後３時 

② 相談員 ７名（民生委員・児童委員、学識経験者） 弁護士法律相談 

     ③関連事業として年３回人権擁護委員と合同相談を行った。 

年度 27 年度 28 年度 29 年度 

相談件数 不明 不明 ３０ 
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別添

平成３０年３月３１日現在

大 番 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分 号 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

1 0 0 1 0 2 0 1 0 0 0 2 0 6

2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 2 1 1 1 0 0 5

5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 3

6 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

7 0 0 2 0 1 0 0 1 0 1 0 0 5

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

12 2 1 0 1 1 0 2 2 0 0 0 1 10

13 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

・

18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 2 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 7

20 0 1 1 1 1 1 0 2 0 1 0 1 9

6 4 4 3 6 3 6 8 1 4 3 3 51

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

2 2 1 2 2 1 3 5 0 1 2 3 24

2 1 1 1 2 2 1 1 1 1 0 0 13

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 1 2 0 2 0 2 2 0 2 1 0 14

6 4 4 3 6 3 6 8 1 4 3 3 51

件　数

平成２９年度　ふれあい福祉相談センター月別相談状況

相談事項 計 備考

く
ら
し
住
ま
い

 生計問題

 年金問題

 職業・生業問題

 住宅問題

家
族

 家族問題

 結婚問題

 離婚問題

健
康
医
療

 健康・衛生問題

 医療問題

 精神衛生問題

法
律

 人権・法律問題

 財産問題

 事故問題

14
 児童福祉・母子

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福
祉

 保健問題

15
 教育・青少年

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　問　　　題

16
 心身障害者

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教
育

（児）福祉問題

17
 母子・父子

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 福祉問題

 老人福祉問題

そ
の
他

 苦情問題

 その他

計

相 談 種 別 計 備考

一　般　相　談

電　話　相　談

合　同　相　談

 専門相談（法律)

計

２７年度 ２８年度 ２９年度

５８ ５１ ５１
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６.ボランティア活動と育成について 

 

 ボランティア活動は、ボランティア及びボランティアグループの登録、斡旋 

登録者への情報提供、活動分野の確保等に努めた。 

 また、活動においては、各グループ・個人単位による手話奉仕・給食サービス等 

積極的活動を展開した。  

 

  当協議会は、県社協よりボランティア保険事務委託を受けている。 

  委託額  ５，０００円 事務用品等に活用した。 

               

  現在ボランティア登録は   しらゆり会   ４１人 

                高石ほのぼの会 １７人 

             健康づくり推進協議会  ６人 

                   民生委員 ６６人 

                  北原自治会  ２人  合計１３２人 

 

ひとり暮らし老人給食サービス事業 

（１）給食サービス事業 （ふれあいのまちづくり事業・共同募金配分金事業） 

 社会的に孤立しがちなひとり暮らし老人を常に暖かく見守り、励ます 

ために地域ぐるみの体制を確立し、地域社会における近隣間、世代間の 

交流を深め、老人の幸せを高めることを目的に給食サービスを実施した。 

 

     対象者：８０歳以上のひとり暮らし老人   ３１０名 

     実施回数                  ２４回 

     延給食                ７，４０５食 

     延調理ボランティア            ２８６名 

     延配食ボランティア          １，６９７名 

     給食調理地区        宇佐・新居・中央・戸波 

 市からの補助金１，１００，０００円共同募金配分金１，５００，０００ 

 

（２） 子ども食堂（ムッくん食堂）事業 （自主事業） 

    でのボランティア育成支援 

 

            約１０人 

 

（３） あったかふれあいセンター高岡（市受託事業） 

 

            約３０人 
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７.災害支援の取り組みについて 

 

  災害ボランティアについて 

   

（１）2017 年度災害ボランティアセンター基礎研修～「災害ボランティア」の力を 

  最大限に活かす～ 

   

 地震、台風、大雨など、近年、日本列島各地で災害が多発しています。また、今世紀前

半にも確実に発生すると言われている「南海トラフ地震」は、高知県に甚大な被害をもた

らすと想定されています。 

災害発生後、被災地の人々の「くらし」を守り、支えるためには、個々の被災者のニーズ

に合った柔軟できめ細やかな支援活動が必要であり、その支援活動の一翼を担う「災害ボ

ランティア」の役割は極めて重要です。また、この「災害ボランティア」の力を最大限に

活かすためには、被災地に「災害ボランティアセンター」を立ち上げ、活動していくこと

が必要となります。 

そこで、この研修は「災害ボランティア活動」の基礎知識や「災害ボランティアセンター」

の運営の仕組みを理解し、災害時に関係者が連携して、災害ボランティアセンターの立ち

上げを行うことを目的に開催した。 

 

  高知県社会福祉協議会と共催で実施  参加者 ８８名 

 

  開催日  平成２９年９月１５日 13：15～16：00 

  場所   ＵＳＡくろしおセンター（土佐市宇佐町宇佐 888-1） 

 

発表「社会福祉協議会における災害ボランティア活動の取り組み」 

    土佐市社会福祉協議会、佐川町社会福祉協議会 

 

  アンケート  

 

  ・実際の災害地の話を聞く事が出来て良かった。 

  ・日赤さんの研修内容が楽しく学ぶ事が出来た。 

  ・災ボラでどういった事をしているのかが聞けて良かった。 

   

（２）土佐市防災訓練 開催日 平成２９年１０月２１日 

   赤十字ボランティア ７名 職員４名 炊出し訓練を実施した。 
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８.各種団体等の支援について 

 団体事務として土佐市共同募金会、日本赤十字社土佐市地区、赤十字奉仕団事務局  

土佐市民生委員・児童委員事務局、老人クラブ連合会事務局、土佐市身体障害者協議会 

事務局、平成 29 年度より土佐市心身障害児（者）親の会事務局を置き活動を支援している。 

 

（１） 土佐市共同募金会 

  土佐市内の地域のみなさんの協力のもと共同募金運動を実施。また、土佐市内各種 

  団体への配分申請に係る事務などを行い、地域活動の支援を行った。 

 

  共同募金運動への協力 

   本年度目標額を５，２７０，０００円と設定された共同募金活動に民生児童 

  委員協議会をはじめ、各地区自治会長、各団体とともに市民各層の理解と協力 

  をいただきながら、下記の成績をあげることができました。 

     ・共同募金目標額     ５，２７０，０００円 

     ・共同募金実績額     ５，１７５，９３６円 

     ・目標に対する実績率       ９８．２％ 

   以上の募金に対して高知県共同募金会から土佐市共同募金委員会へ 

  ３，６８５，４１６円の還元配分金があった。 

   配分金は福祉団体・各地区社会福祉協議会・土佐市社会福祉協議会へ配分された。 

   年度別募金及び配分状況は！！ 
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（２）日本赤十字社土佐市地区（日本赤十字社高知県支部土佐市地区協議会） 

    赤十字の思想とする人道博愛の精神を基調とし、世界平和を希求し、さらに 

   郷土愛をもって、安全快適なまち、福祉のまちの実現を期し、市勢の発展につと 

   めることを目的として活動しています。 

   

① 日赤土佐市地区事業について 

   4 月 17 日    目標額設定会議の開催（場所：土佐市社会福祉協議会） 

   4 月 29 日    赤十字啓発パレード・事務局・赤十字奉仕団参加 

                      （場所：高知市帯屋町アーケード） 

   5 月 1 日～31 日 日赤運動増強月間 

   5 月 22 日    日赤高知県支部との協定打合せ会（事務局、防災課、福祉事務所 

                    高知県支部）（場所：土佐市社会福祉協議会） 

   6 月 6 日     避難所運営訓練ＨＵＧファシリテーター養成研修 

           （地域住民・事務局・赤十字奉仕団・民生委員等） 

                       （場所：土佐市社会福祉協議会） 

   7 月 20 日    日赤特殊奉仕団 マリン病院へ慰問活動・事務局随行 

    

   8 月 10 日    日赤高知県支部意見交換会（事務局、日赤高知県支部） 

                       （場所：日赤高知県支部） 

   9 月 15 日    災害ボランティア研修参加（事務局・奉仕団） 

                       （場所：ＵＳＡくろしおセンター） 

   

   9 月 27 日    避難所運営訓練ＨＵＧファシリテーター養成研修 

            （地域住民・事務局・赤十字奉仕団・民生委員等） 

                    （場所：土佐市社会福祉協議会） 

   10 月 12 日    日赤との協定打合せ（事務局・赤十字奉仕団・高知県支部 

                  土佐市）（場所：土佐市役所） 

   10 月 21 日    土佐市防災訓練参加（事務局・奉仕団） 

                    （場所：鳴川運動公園） 

   11 月 6 日    土佐市防災訓練反省会（事務局・奉仕団） 

                    （場所：土佐市社会福祉協議会） 

  11 月 11～12 日  防災キャンプ・防災教室（小学５年生対象） 

           （事務局・宇佐分区赤十字奉仕団） 

   2 月 6 日     中央西広域日赤奉仕団事務局員研修会（事務局） 

                    （場所：佐川町健康福祉センターかわせみ） 

   3 月 4 日     地域住民を守る災害救護研修会（事務局・奉仕団） 

                    （場所：総合あんしんセンター） 

 

②  日赤会費募集事業の推進に協力 
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  社資募集の趣旨徹底と広報 

   本年度県支部より割り当て目標額３，８１６，０００円が設定され、地域福祉 

  の増進と災害に対する見舞いにあてるため、会費募集運動が展開された。 

   その結果、民生児童委員協議会をはじめ、各自治会長や各団体の協力と 

  市民の理解により、下記の実績をあげることができた。 

    【日赤会費募集実績額 ３，０２０，８０９円 実積率 ７９．２％】 

   以上の成績により、日本赤十字高知県支部から土佐市地区に対して 

   ４４８，９６０円の交付金があった。交付金は８地区へ配分及び災害見舞金 

  （火災１件）・事務費等に活用された。 

     

         住宅火災救援物資の支給 １件 

 

※  また平成２９年度において、日赤高知県支部と土佐市と社会福祉協議会と 

  の三者協定の締結を目指し他市の提携状況を調査し検討したが協定を結ぶまで 

  には至っていない。 

  協定を結ぶ事によって、３者間の活動を相互補完する事により、災害時等で 

  それぞれが果たしていく役割を強化する狙いがあるので本年も引き続き協定 

  を働きかけて行く。 また、赤十字基金を活用し活動強化を図っていく。 

  年度別募金及、会員状況は！！ 

 

日赤活動費実績表 

 

区分 

分区別 

２５年度 

募金額 

２６年度 

募金額 

２７年度 

募金額 

２８年度 

募金額 

２９年度 

募金額 

宇 佐 786,300 658,676 787,150 671,950 634,000 

新 居 177,000 190,000 179,600 191,500 157,000 

高 石 127,000 163,500 171,900 177,900 163,000 

高 岡 954,600 909,700 919,000 894,450 859,500 

蓮 池 251,500 239,200 214,700 266,900 245,1001 

波 介 205,000 197,500 201,750 178,000 226,500 

北 原 179,000 194,000 169,500 225,500 193,000 

戸 波 340,500 319,470 312,000 305,500 328,500 

法人・個人 262,594 221,060 22,581 149,750 214,209 

      

達成率 86.0% 81.1% 78.0% 80.2% 79.2% 

合 計 3,283,494 3,093,106 2,978,181 3,061,450 3,020,809 
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 （３）土佐市老人クラブ連合会（よさこいクラブ土佐） 

    市老連では、会員皆さんのご協力により、全老連や県老連と呼応して「１００万 

   人会員増強運動」に取り組んでいる。 

   ２９年度の重点目標は、１．仲間を増やし、将来の活動の基礎を固めよう。 

   ２．クラブのイメージを払しょくしよう。３．クラブの活動を活発にしよう。 

   として取り組みを行った。 

   現在、４７の単位老人クラブ、８５７人の会員で組織されている。 

平成２９年度 よさこいクラブ土佐 事業実績報告書  ２０１８．３.３１ 

月 市老連 県老連 

４ 

 

 

２４）よさこいクラブ土佐カップ杯 

 

 

５）県老連助成委員会（福祉交流プラザ） 

１８）市町村老連会長・事務局担当者会 

２５）県老連若手委員会総会（福祉交流プラザ） 

５ 

 

 

 

 

７）健康ウォーキング（高石・塚地地区） 

17）理事会 

25）総会＆音楽コンサート（箏・三味線） 

27）ハイキング（梼原） 

  九十九曲峠セラピーロード 

24）県老連理事会 

29）元気ハツラツ交流会第１回実行委員会 

 

 

 

６ 

 

17）ボウリング大会（若手・女性委員会） 

 

9）県老連評議員会/理事会 

13）介護予防ブロック別研修会（中央西・仁淀川町） 

７ 

 

27）物故者追悼式 

29）ハイキング（天狗高原） 

14）事務担当者会（福祉交流プラザ） 

 

８ 

 

 

 

 

 

3）四国老人クラブ大会（徳島県） 

8）ブロック別新任会長研修会 

24）元気ハツラツ交流会（春野ピアステージ） 

９ 

 

 

7）理事会 

23）仁淀川町一斉清掃（社会奉仕の日） 

29）「米寿・喜寿」年祝い 

15～21）老人の日（老人週間） 

20）全国一斉「社会奉仕の日」 

 

10 

 

 

 18）ろうれんピック中部会場（春野総合運動公園） 

18～19）全国老人クラブ大会（京都府） 

28）ふれあい運動会（社協主催） 

11 

 

 

 

１） グラウンドゴルフ大会 

２） シニアゴルフ大会 

18）県外研修（しまなみ海道） 

25）健康ウォーキング（高岡地区） 

８）第 57 回高知県老人クラブ大会（福祉交流プラザ） 

12 

 

 

５）理事会 

12）表彰者を称える会・会長表彰 

  ＆市老連芸能大会 

16）健康ウォーキング（高岡地区） 
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月 市老連 県老連 

１  25）はちきん大会 

２ ６）「白寿」４９号発行委員会 ３）ろうれんピックボウリング大会（高知市） 

３ 17）健康ウォーキング（波介地区） 

２２）理事会 パンフレット「白寿 49 号」 

発行 

３） 土佐市社会福祉大会 

若手会員パワーアップ研修会 

 

 

 

（４）土佐市身体障害者協議会 

 

   土佐市身体障害者協議会は、昭和４６年に結成し、仲間を支えあい希望と自立を願 

  って活動をすすめています。 

   国際社会においても、1970 年代から障害のある人の権利に関して「精神遅滞者の 

  権利に関する宣言」1971 年昭和 46 年採択から 1975 年昭和５０年の「障害者の権利」 

  に関する宣言が採択されたが法的拘束力を持つものではありませんでした。 

   私たち土佐市身体障害者協議会においても高知県身体障害者協議会、日本身体障害 

  者団体連合会と連携し、我が国および国際社会に「障害者の権利に関する条約」が採 

  択されるべく活動を行ってきました。 

   そして運動の成果があらわれ、2008 年平成 20 年に「障害者の権利に関する条約」 

  が採択されました。 

   我が国においても、「障害者基本法の改正」2011 年平成 23 年、「障害者の日常生活 

  及び社会生活を総合的に支援する法律」2012 平成 24 年、「障害を理由とする差別の解 

  消の推進に関する法律」および「障害者の雇用の促進等に関する法律」の改正 2013 

  年（平成 25 年）が成立し、様々な法制度の整備は行われました。 

   そして、2014（平成 26 年）障害者権利条約の批准が行われやっと障害者の権利擁 

護は、一歩づつ前進していると考えています。 

   土佐市身体障害者協議会は結成以来、４７年を経過し、会員数は 1,600 名を超 

   えており、今後一層、お互いに支えあいないながらその活動の輪を拡げています。 
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4.3 身障青壮年部　春の野外研修（宇佐方面） 　 10.3 フライングディスク

4.6 代表常任理事会 10.6～15 第21回高知県障害者美術展（県立美術館）

4.9 バス１日研修旅行（徳島県　神山森林公園） 10.9 青壮年部秋の社会見学（越知町）

4.17 グラウンドゴルフ 10.12 中四国相談員研修会（高松市）

4.24 グラウンドゴルフ（鳴川） 10.15 高知県障害者フライングディスク大会（高知市）

4.29 青壮年部　総会・交流会 10.17 中央西広域身障連理事会（佐川町）

4.30 生協支部総会（蓮池コミュニティーセンター） 10.23 グラウンドゴルフ（福祉センター　1：30）

5.8 土佐クラブ・身障協議会交流グラウンドゴルフ 10.25 中央西身障連運動会（佐川町）

5.12 中央西身障連理事会（いの町） 10.28 土佐市ふれあい運動会（土佐市民体育館）

5.15 グラウンドゴルフ（鳴川） 10.30 フライングディスク大会（鳴川）

5.22 身障協議会　理事会 11.4 土佐市身障料理交流会（高岡市民館）

5.28 高知県身体障害者スポーツ大会（春野運動公園） 11.7 グラウンドゴルフ

6.1 日高村障害者福祉大会 11.8 健康を守る会　班会

6.5 グラウンドゴルフ 11.13 グラウンドゴルフ

6.14 中央西広域身障連福祉大会（いの町）　 11.15 中、四国身障者福祉大会（高知市県民文化ホール）

6.17 日高村障害者ふれあい運動会（日高村） 11.20 グラウンドゴルフ

6.19 グラウンドゴルフ 11.27 グラウンドゴルフ大会（鳴川）

7.10 健康を守る会　班会 12.4 中央西広域身障連研修会（宇佐くろしおセンター）

7.18 フライングディスク 12.10 障害者週間の集い（高知市）

7.24 フライングディスク 12.10 祝賀会・忘年会（高岡市民館）

7.31 フライングディスク 12.12 グラウンドゴルフ

8.12 花火大会（宇佐しおかぜ公園）　 　　　　　　　 12.14 健康を守る会　班会・レク

8.16 フライングディスク（福祉センター　1：30） 12.18 グラウンドゴルフ

8.21 身体障害者ボウリング大会（ボウルかつらしま） 平成30年

8.25 理事会　ひらく発送（高岡市民館　1：00） 1.9 フライングディスク

8.28 フライングディスク（福祉センター　1：30） 1.12 新春カラオケ大会（宇佐くろしおセンター）

9.4 フライングディスク（福祉センター　1：30） 1.22 難聴者交流会

9.8 運動会準備（市民体育館　1：00） 1.29 フライングディスク

9.9 土佐市身障者福祉大運動会（市民体育館） 2.4 生協新春お楽しみ交流会（蓮池コミュニティーセンター）

9.30 青壮年部料理交流会（高岡市民館　9：30） 2.6 フライングディスク

2.13 フライングディスク

2.15 市町村障害者団体指導者研修会（高知県人権啓発センター）

2.19 フライングディスク

2.26 フライングディスク

3.3 社協福祉大会（とさの里　２階ホール）

3.6 グラウンドゴルフ

3.12 グラウンドゴルフ

3.22 グラウンドゴルフ

3.26 グラウンドゴルフ

3.28 三、四役会

平 成 ２９ 年 度　 事 業 報 告 書
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（５）土佐市民生委員児童委員協議会 

   事務局として、民生委員児童委員協議会の運営に関わっている。 

平成29年度事業報告書

月 日 出席者数 日 名称 内容等 参加人数

4月 25 14 4 児童部企画会 8

18 中央西ブロック研修会準備会（第1回） 副会長出席 2

18 中央西ブロック民児協理事会 副会長出席 2

19 監査（市社会福祉センター） 三役・監事出席 5

21 児童部会 17

25 高知県民生委員児童委員協議会連合会総会 会長・副会長出席 3

5月 25 14 9 児童部企画会 8

15 中央西ブロック研修会準備会（第2回） 副会長出席 2

18 春季総会（市社会福祉センター） 28年度決算報告 65

6月 23 14 15 中央西ブロック研修会準備会（第3回） 副会長出席 2

22 土佐市、民児協、見守り協定業者　調印式 会長出席 1

30 中央西ブロック研修会（日高村社会福祉センター） 45

7月 25 13 1 社会を明るくする運動高知県総決起大会 4

7 児童部企画会 8

9,10 100周年記念全国民生委員児童委員大会(東京都) 会長、主任（戸田）出席 2

8月 25 15 24,25 全国主任児童委員研修会（滋賀県） 主任（山本）出席 1

9月 25 15 2 100周年記念高知県民生委員児童委員大会 50

5 児童部企画会 7

10月 25 15 3 中央西ブロック研修会反省会（日高村社会福祉センター） 2

6 児童部企画会 7

18 児童部会 拡大学習 34

26,27,28 民児協研修旅行（伊豆・箱根方面） 35

11月 20 14 2 児童部企画会 6

30 四国ブロック100周年記念大会（香川県） 会長、副会長、山中出席 4

12月 20 15 6 児童部企画会 7

13 児童部企画会 8

7 秋季総会（市社会福祉協議会） 73

1月 25 15 15 高知県法定民生児童委員協議会会長・副会長研修（ふくし交流ﾌﾟﾗｻﾞ） 会長、副会長 3

2月 26 14 2 児童部企画会 7

4 子育て・家庭教育講演会（児童部会） 93

19 児童部企画会 5

7 新任民生児童委員研修（高知市青年センター） 3

3月 27 12 20 児童部会 18

民協定例会
開催状況 行事・研修会・各種大会参加状況
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９.社会福祉センター利用状況  Ｈ29.6.30 閉鎖 6 月以降は仮事務所での集計 

  本年度各種団体等の社会福祉センター利用状況は次のとおりである。 

区   分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

高齢者関係 ５０回 １４５回 ５回 

身障関係 ５７回 ７３回 ３６回 

福祉団体（民生委員等） ８９回 ８８回 ０回 

市関係（公民館事業含む） ９８回 ６７回 ０回 

一般団体及び個人 ９７回 １７０回 ７回 

社協関係 １４２回 １８３回 ９５回 

合  計 ５３３回 ７２６回 １４３回 

 

 

 

１０. 当事者組織の支援と育成について 

（１）土佐市心身障害児（者）親の会（とさしあおぞらひろば）の支援 

   心身障害児（者）の福祉の増進につとめ、社会の認識を促すとともに 

  会員相互の理解と親睦を深め、当該児（者）の保護、育成に寄与することを 

  目的とした当事者団体である。 かつて事務局として関わっていたが、補助金 

  が打ち切られてからは関わりを持っていなかったが本年度より、事務局として 

  運営の支援、調整を行った。 

２０１７年度活動状況 

月 内   容 月 内  容 

4/9 お花見バス遠足 手結・山田方面 12/2 クリスマス会 

6/4 2017 年度親の会総会 2/25 カラオケ 

7/9 バーベキュー波川緑地公園   

11/5 バス遠足 野市動物公園   

自主参加 ふれあい運動会 土佐市身体障害者大運動会 作業所土佐まつり 
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１１. 人材育成に関する研修について 

（１）実習生等の受け入れについて 

 地域福祉活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研修視察 

  （県外） 

 

 

 

 

 

 

  （県内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/19  ムッくん食堂 高知南高校 ２名 

9/30  ムッくん食堂 高知南高校 １名 

9/30  ムッくん食堂 高岡中学校 １名 

10/28  ムッくん食堂 高岡中学校 １名 

9/30  ムッくん食堂 リハビリテーション学院 ５名 

10/28  ムッくん食堂 リハビリテーション学院 １０名 

12/23  ムッくん食堂 リハビリテーション学院 ５名 

29.9/21 社会福祉実習 高知県立大学 ３名 

29.9/28 社会福祉実習 高知県立大学 ３名 

29.9/23 地域福祉活動計画 高知南高校 １名 

30.2/10 地域活性化フォーラム 高知南高校 １名 

日  程 研修・視察名 

29.7.19 全社協日常生活自立支援事業研修大会 全社協灘尾ホール 

29.11.26 土佐市民生委員児童委員県外視察研修 

29.11.26 あすのば全国フォーラム in 香川 

30.2.17 洲本市社会福祉協議会地域福祉フォーラム 2018 

日  程 研修・視察名 

29.5.17 あったかふれあいセンターとかの 認知症予防視察 

29.5.19 高知市旭小学校 お話モーニング 

29.5.25 高知県社協ボランティアコーディネーター研修 

29.5.30 社協職員新人研修 

29.6.8 高知県社協あったかふれあいセンターコーディネーター研修 

29.6.13 算定基礎届事務講習 

29.6.20 あったかふれあいセンタースタッフ研修 

29.6.25 こどもの居場所づくり講座 

29.6.26 高知職安 高知中央地域生活保護受給者等困窮者会 

29.6.28 田野町災害ボランティア研修会講師打合せ会 

29.7.2 香美市こども食堂視察 

29.7.11 高知県地域コーディネーター養成研修 
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日  程 研修・視察名 

29.7.11 伊野町社協ペラ焼き作り講習会 

29.7.12 高知県地域コーディネーター研修会（スキルアップ研修） 

29.7.14 社協びとの会「生きづらさを抱える人を助けたい！」 

29.7.26 高知県社協会計研修会 

29.8.24 高知市下知地区防災計画・第２回揺れ対策部会 

29.8.30 高知県生活支援コーデイネーター養成研修 

29.9.3 佐川町あったかふれあいセンターとかの「夏のお助け大作戦」 

29.9.7 高知県ひきこもり支援に関する研修会 

29.9.8 高知県社協中堅職員研修会 

29.9.14 高知県あったかふれあいセンター利用者データ研修会 

29.9.20 あったかふれあいセンターテーマ別研修会 

29.9.20 高知市下知減災会議「ペット同行避難について」 

29.9.27 社協びとの会「命の繋がりの中でもう一度教育について考えよう」 

29.10.1 土佐町ＮＰＯあこ「みんなの学校」上映会＆トークショーin 土佐町！！ 

29.10.17 あったかふれあいセンターテーマ別研修会 

29.10.18 高知県地域コーディネーター研修会 

29.10.24 高知市下知地区防災計画・津波・浸水部会 

29.10.27 社協びとの会「社協が目指す地域社会のカタチとは」 

29.10.31 高知県地域福祉活動計画実践支援研修会 

29.11.5 心身障害児（者）親の会交流会 

29.11.23 作業所とさ祭り 

29.11.30 種まく大人たち実行委員会 

29.11.24 社協びとの会「ボクらの時代！」 

29.12.5 福祉推進校研修ＬＧＢＴ学習会 

29.12.2 高知市防災士養成研修 

29.12.3 高知市防災士養成研修 

29.12.10 土佐市認知症重度化予防塾講座 

29.12.16 ひかりの村敬老会 

29.12.16 高知市困っている子供達について考えようシンポジウム 

29.12.17 黒潮町災害図上訓練（ＤＩＧ）研修会 

29.12.17 井関地区もちつき大会 

30.1.6 高知市ＮＰＯ高知市民会議避難所運営訓練（ＨＵＧ） 
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（３）職員資格取得状況 

   

  社会福祉士   ０名 精神保健福祉士 ０名 社会福祉主事 １名 

  介護支援専門員 ０名 介護福祉士   １名  

  防災士     １名 アマチュア無線 ４名  

 

１２.地域福祉活動計画・発展強化計画について 

（１）基本方針 

 

  今回の計画策定においては、社会福祉協議会のこれまでの活動評価を基に、あらため 

 て、地域の現状から、社協の運営方針と事業、そしてその基盤整備についてどのように 

 取り組んでいくのかまとめていきました。 

  土佐市の市民誰もが、特別ではなく「ふだんのくらし」が当たり前に保障され、誰も 

 のくらしがしあわせにできるまちであれるよう、これまで社協として不足してきた役割 

 を見直し、あらためて取り組んでいきたいと考えております。 

 

日  程 研修・視察名 

30.1.16 県社協あったかふれあいセンター職員フォローアップ研修 

30.1.20 学習支援見学、親子たこあげ大会 

30.1.23 高知県地域コーディネーター研修 

30.1.26 種まく大人たち実行委員会 

30.2.4 日赤高知県支部 地域で支える減災ケア研修 

30.2.6 日赤高知県支部 中央西地区奉仕団研修 

30.2.8 高知県子ども食堂説明会 

30.2.12 市民体育館もちつき 

30.2.21 高知県社協福祉の仕事はじめの一歩認知症研修 

30.2.22 高知県社協縁 joy・輪ッショイ～集い元気な地域づくり～研修 

30.2.25 高知市誰も排除されない災害への対応 

30.3.5 高知県社協人の尊厳を考えるベーシック研修 

30.3.8 高知県社協地域を元気に！を共に考える研修会 

30.3.9 種まく大人たち実行委員会 

30.3.23 高知県あったかふれあいセンター連絡会 

30.3.27 土佐市青年団発足イベント 
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１３.受託事業について 

 

（１）あったかふれあいセンター事業 （土佐市から受託） 

  土佐市社会福祉協議会では、平成２７年度より土佐市よりあったかふれあい 

 センター事業を受託し、主に高岡地区を中心に活動しています。 

 活動内容としては、誰もが自由に日中過ごすことができる場を提供するとともに 

 福祉サービスが届きにくく孤立しがちな方に対しては、相談や訪問により、地域で 

 安心・安全に暮らす事ができるように支援しています。 

  また、平成２９年度においては、あったかサテライトとして蓮池地区で定期的に 

 開催し、３０年度においてはさらにサテライトを増やしていきます。 

（２） 地域支え合い事業 （土佐市から受託） 

  土佐市社会福祉協議会では、平成２８年度より地域支え合い事業を受託し活動 

 を行っています。これは土佐市社会福祉協議会が従来より関わっている地域住民との 

 活動を中心としており、第２層協議体（地域ネットワーク会議）として位置づけ 

① 地域のニーズ把握②情報交換、情報共有の場③各種団体等の多様な主体への 

 協力依頼④生活支援の担い手の養成及びサービス提供体制の構築を主にめざし 

 地域の課題発見活動を行っている。 

  第２層協議体にて地域の課題を拾い上げて、地域住民とともに協議しています。 

 

 （３）日常生活自立支援事業 （県社協から受託事業） 

   土佐市社会福祉協議会では、平成２４年度より、高知県社会福祉協議会より 

  当該事業を受託して、高齢や障害により、預金の出し入れや生活に必要な利用料 

  などの支払い手続きなどの日常生活のお手伝いをしています。 

   自立した地域生活を送れるよう、福祉サービスの利用援助を行っています。 

 平成２９年度統計 

                         

区   分 本年度 

問合せ・相談件数 ――――― 

 認知症高齢者等 ２９１ 

 知的障害者等 ２６３ 

 精神障害者等 ２９４ 

 不明 ５８ 

 本事業以外の相談 ――――― 

新規契約締結件数 ――――― 

 認知症高齢者等 ０ 

 知的障害者等 ０ 

 精神障害者等 ０ 

 その他 0 

専門員数   １ 名 

生活支援員数 ５ 名 

 

 



36 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域支え合い協議体開催状況 

 地域支え合い事業として社協が受託している範囲は（蓮池、高岡、高石地区） 

 いわゆる第二層協議体。 資源の把握・紹介・担い手の養成、元気高齢者の活躍の場 

 の確保、ネットワークの構築、サービス提供主体間の連携体制づくり等を行う。 

 平成２９年度より協議体が動いている。 

 

構成団体 

自治会 

民生委員児童委員 

社協地域担当 

民生委員児童委員 

民生委員児童委員 

元自治会長 

自主防災 

民生委員・児童委員 

山の手地区住民 

あったかふれあいセンター高岡 

終了件数 ――――― 

現在の契約件数 ――――― 

 認知症高齢者等 １１ 

 知的障害者等 ３ 

 精神障害者等 ５ 

 その他 ２ 

 [文書の引用文や注目すべき箇所の要

約を入力してください。テキスト ボ

ックスは文書のどの位置にも配置で

きます。抜粋用テキスト ボックスの

書式を変更するには、[描画ツール] タ

ブを使用します。] 

平成２９年度は合計７回協議体を開催。地域のニーズ等について協議された。 
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年度別利用者数（Ｈ２８～Ｈ２９） 年度 28 29
合計 3866 4376

平成29年度　　あったかふれあいセンター高岡

集 送 訪 生 相談 交 働 学ぶ 配食 集 送 訪 交 集 交 集 交

4 307 118 57 43 1 62 0 21 21 5 0 2 0 8 4 76 35

5 338 121 54 10 0 121 0 22 0 11 1 0 1 11 0 79 107

6 343 114 56 38 0 5 0 23 0 17 0 0 0 2 0 24 0

7 264 86 65 0 1 0 0 0 0 8 0 0 0 7 0 20 0

8 328 104 66 5 0 28 0 39 0 11 0 0 0 28 11 10 1

9 328 102 53 15 1 14 0 16 0 2 0 0 0 0 0 21 0

10 380 111 62 46 1 7 6 14 0 4 0 0 0 1 0 7 0

11 362 94 60 31 1 0 13 2 0 2 1 0 0 1 0 9 0

12 333 105 63 24 0 13 27 4 0 5 1 0 0 2 0 20 0

1 305 90 66 33 2 17 2 30 0 0 0 0 0 1 0 14 0

2 304 73 71 23 1 0 0 13 0 1 0 0 0 0 0 20 0

3 338 80 72 19 0 13 0 6 8 0 0 1 0 3 17 16 3

合計 3930 1198 745 287 8 280 48 190 29 66 3 3 1 64 32 316 146

説明別添資料参照

月
高齢者 障害者 子ども その他
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１４.介護サービスについて 

 

居宅介護等事業 

  平成２９年６月をもって居宅介護事業は廃止しました。 

  なぜ廃止せざるを得なくなったのか！！別紙資料のとおり、数年来赤字状態が続き 

  好転の見込みもなく、早期介護事業の閉鎖が必要となった。 

③ 平成 20 年度～平成 29 年度までの介護事業収支状況 

④ 担当ケアマネージャー毎の利用数状況及び収支状況について（Ｈ21～28 年度まで） 

                                別添資料参照 

（１）ホームヘルパー人員 

介護支援 

専門員 

正職・嘱託 

臨時ヘルパー 

登録 

ヘルパー 

看護師 

 

計 

 

 ０名 ２名 ９名 ０名 １１名 

 

（２）介護保険等関連事業の実施状況は次のとおりである。 

事 業 名 29年度 28年度 27年度 26 年度 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 

 延人数 延人数 延人数 延人数 延回数 延回数 延回数 延回数 

居宅介護支援事業 0  72 286 296 ――― ――― ――― ――― 

訪問介護事業 99 386 414 529 966 3,936 4,734 5,438 

訪問入浴事業 0 39 12 39 0 0 61 193 

障害者支援費事業 60 204 229 234 528 2,241 2,327 2,346 

合   計 159 629 941 1,098 1,494 6,177 7,122 7,977 

 

 

 

 

 

 

 

. 
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平成２９年度 写真で見る活動集 



42 

 

 



43 

 

 



44 

 

第２期地域福祉活動計画・発展強化計画策定会議・高岡高校定時制学校通信【青空】 
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社会福祉大会・福祉まつり 

 

 

 


